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《不在》リスト ―村上テクストにおける《行方不明》《不在》《欠落》―
















ﾚ ｰ ｿ ﾞ ﾝ ･ ﾃ ﾞ ｰ ﾄ ｩ ﾙ
＊「僕」は鼠（半身）や三番目に寝た女の子（「存在理由」）などを失っているが、決定























































































































・「雨の日の女 ＃ 241、＃ 242」（'87・1）…物理教師（死）、アパートの若い女（行方不
明）、雨の日の女（永遠に消える）
・「人喰い猫」（'91・7）…「僕」、イズミの家庭（喪失）、猫（行方不明）、イズミ（行方
不明）→「スプートニクの恋人」
【短編：複合パターン解説】短編におけるモチーフ（《行方不明》《欠落》《不在》）が複
合的に重なるパターンは、長編に組み込まれていくようである。基本的に短編というフ
ォーマットは一つのモチーフに徹したものが多い。それが複数になると、より大きな容
れ物が必要となる。または、短編集のコンセプトから外れてしまうので『全作品』とい
う形での発表となっている。
【超短編・童話】
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・「グレープ・ドロップス」（'81・11）…グレープ・ドロップス（行方不明：家出）
・「あしか」（'81・10）…あしか（虚無感：人間性の欠落）
・「５月の海岸線」（'81・7）…海岸線（欠落）
・「サウスベイ・ストラッド」（'82・2）…若い女（行方不明）
・「図書館奇譚」（'82・6 ～ 11）…母の死、「不思議な図書館」…（母・むくどり、羊男、
美少女：喪失）
・「駄目になった王国」（'82・12）…彼（完璧だった彼が二流になっていく姿・喪失）
・「羊男のクリスマス」（'85・11）…ドーナツ（欠落）、「ドーナツ化」（'86・6）、「ドーナ
ツ その２」（'86・6）、「ドーナツ、再び」（87・1）…ドーナツ（欠落）、
・「青が消える」（'92）…青の欠落
・「天井裏」（'94・6）…家・妻（行方不明）
【超短編・童話：解説】超短編・童話は村上が頭の体操的に楽しんで描いているものが多
く、モチーフを深くつっこんだものは少ない。ただ、「ドーナツ」は、村上が拘ってい
るモチーフと言える。その中で「５月の海岸線」は村上の本音が出ており看過できない
重要なテクストである。
【総括】
＊《行方不明》は多くの長・短編に組み込まれ、対象は女性が多く、主人公（「僕」）が
探し求めることで物語が動いてゆく（〈seek and find〉）。また、初期は自身の影（鼠）を
追い求めるパターン、それ以降は自身の存在と関わるモノ（唄・猫）が行方不明となり、
主人公たちはそれらを探す過程で自分自身の存在について違った立場から考えさせられ
る。長編では《行方不明》のモノを探すことで物語が動き出すが、短編では消えること
で現実世界と別世界の境界の曖昧さが強調されている。いずれにせよ、村上テクストに
おいて重要なモチーフであることは間違いない。
＊《不在》は、「死」と関わるものと、その人物が《行方不明》になって感じる《不在》
の二つに分かれる。また、次例のように、存在と不在の境界は曖昧で、不在感が逆にそ
の存在を強調することも特徴である。
その封筒が消えてしまったという事実を僕が認識し、僕の意識の中でその不在と存在
とが位置をはっきりと交換してしまうと、封筒が存在するという事実に付随して存在
していたはずの現実感も、同じように急速に失われていった。それは眩暈にも似た奇
妙な感覚だった。僕がどのように自分に言い聞かせようとしても、その不在感は僕の
中でどんどん膨らんで、僕の意識を激しく浸食していった。その不在感はかつてそこ
に明確に存在したはずの存在感を押しつぶし、貪欲に呑み込んでいった。（『国境の
南・太陽の西』15）
「まったく変な男だ（引用者注：デック・ノース）、と僕は思った。死んでからの方
が存在感がある」（『ダンス・ダンス・ダンス』36）
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＊《欠落》は人間性の欠落が多い。主人公「僕」に関する欠落と「僕」と対決する人物の
欠落、存在そのものを揺さぶる欠落のパターンが見られる。 それぞれの《欠落》は一
部分でしかないのだが、存在そのものが歪んでしまっている。この歪みによって、村上
独特の、現実と非現実の境界が曖昧な物語空間が生まれている。
〔やまね・ゆみえ 広島国際大学・鈴峯女子短期大学非常勤講師〕
